
▲中沢遺跡の建物（南から）平成 13年調査

▲花立遺跡の建物（南から）令和４年調査

▲馬越遺跡の建物（南から）平成 10年調査

跡
物
建
柱
立
掘
型
大
の
代
古

　

る
す
査
調
を
跡
遺
の
代
時
安
平
・
良
奈、

と

掘

柱
立

ま
り
か
つ
見
く
多
が
物
建

上
る
え
考
を
途
用
や
格
性
の
物
建
。
す

標
指
の
つ
一
が
）
積
面
平
（
さ
き
大
、
で

、
は
積
面
平
の
物
建
。
す
ま
り
な
と

梁
間

×
さ
長
の
）
辺
短
（

桁
行

長
の
）
辺
長
（

査
調
掘
発
に
で
ま
れ
こ
。
す
ま
め
求
で
さ

規
大
最
、
で
中
の
跡
遺
三
の
内
市
た
れ
さ

。
す
ま
し
介
紹
を
物
建
の
模

　

約
（
間
二
、
で
跡
遺
越
馬
は
つ
一

五
･

約
（
間
四
×）
ｍ
七

九
･
〇

面
平
、）
ｍ

ま
。
す
で
大
最
が
物
建
の
㎡
一
五
約
積

約
（
間
二
、
も
で
跡
遺
沢
中
、
た

五
･
六

約
（
間
五
×）
ｍ

九
･
二

約
積
面
平
、）
ｍ

の
模
規
等
同
と
跡
遺
越
馬
と
上
以
㎡
二
五

調
、
年
近
。
す
ま
い
て
れ
さ
査
調
が
物
建

約
（
間
二
、
は
で
跡
遺
立
花
た
れ
さ
査五

･
八

約
（
間
四
×）
ｍ

七
･
八

で
）
ｍ

さ
見
発
が
物
建
の
上
以
㎡
五
四
約
積
面
平

。
す
ま
い
て
れ

　

向
を
軸
主
に
北
南
も
物
建
の
れ
ず
い

き
大
て
べ
比
に
物
建
の
か
ほ
も
穴
柱
、
け

、
ら
か
と
こ
の
こ
。
す
ま
い
て
れ
ら
作
く

、
が
物
建
の
模
規
の
後
前
㎡
〇
五
積
面
平

こ
た
し
在
存
て
し
と
物
建
的
心
中
の
落
集

。
す
ま
き
で
測
推
が
と

　

は
跡
遺
立
花
、
跡
遺
沢
中
、
跡
遺
越
馬

発
開
て
し
与
関
が
者
力
有
の
域
地
に
も
と

大
最
の
物
建
、
り
あ
で
落
集
た
れ
わ
行
が

を
格
性
の
跡
遺
は
と
こ
る
す
似
類
が
模
規

。
す
で
要
重
も
て
と
で
上
る
え
考
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先
頃
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
ド
ラ
「
ら
ん
ま

ん
」
で
、
主
人
公
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
植

物
学
者
・
牧
野
富
太
郎
（
一
八
六
二
～

一
九
五
七
）
が
一
躍
脚
光
を
浴
び
た
の
は
、

記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
。

　

牧
野
富
太
郎
が
「
日
本
植
物
学
の
父
」

な
ら
ば
、
同
時
期
に
東
京
帝
国
大
学
植
物

学
教
室
に
在
籍
し
、
後
に
第
三
代
東
大
附

属
植
物
園（
小
石
川
植
物
園
）園
長
と
な
っ

た
加
茂
町
出
身
の
早
田
文
蔵
は
、「
台
湾

植
物
学
の
父
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

早
田
は
明
治
三
十
八
年
（
一
九
○
五
）、

台
湾
総
督
府
の
要
請
で
台
湾
へ
、
以
後

十
九
年
に
渡
っ
て
台
湾
植
物
の
調
査
・
研

究
に
打
ち
込
み
ま
し
た
。
ま
た
こ
の
間
、

台
湾
総
督
府
の
援
助
を
得
て
仏
領
イ
ン
ド

シ
ナ
、
ベ
ト
ナ
ム
、
ラ
オ
ス
、
タ
イ
、
中

国
雲
南
な
ど
東
南
ア
ジ
ア
各
地
を
巡
っ
て

植
物
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
採
集
し
、
命
名
・
発
表
し
た

植
物
の
学
名
数
は
、
牧
野
富
太
郎
の
一
五

○
○
種
余
り
を
凌
ぐ
一
六
○
○
種
に
上
り

ま
し
た
。
特
に
タ
イ
ワ
ン
ス
ギ
の
命
名
は

世
界
が
注
目
し
、『
台
湾
植
物
図
譜
』（
全

一
○
巻
）
を
著
す
な
ど
、
台
湾
と
世
界
の

植
物
学
に
多
大
な
功
績
を
残
し
ま
し
た
。

　

総
督
府
は
そ
の
功
績
を
称
え
、
早
田
没

後
の
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）、
台
北
植

物
園
に
早
田
の
記
念
碑
を
建
立
し
ま
し
た

が
、
太
平
洋
戦
争
末
期
に
消
失
し
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
九
年
九
月
、
台
北
植
物
園
で

は
早
田
の
胸
像
レ
リ
ー
フ
を
据
え
た
記
念

碑
を
七
十
余
年
ぶ
り
に
復
元
し
、
除
幕
式

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
式
典
に
は
早
田
の

孫
で
札
幌
医
大
名
誉
教
授
・
秋
山
盛
男
さ

ん
と
大
阪
国
際
大
名
誉
教
授
・
谷
口
正
子

さ
ん
が
招
か
れ
出
席
し
ま
し
た
。

　

早
田
文
蔵
は
、
牧
野
よ
り
十
二
歳
年
下
、

明
治
七
年
、
加
茂
町
上
町
の
早
田
新
吉
の

二
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
六
歳
の
と

き
に
父
が
亡
く
な
り
、
母
と
祖
父
母
に
育

て
ら
れ
ま
し
た
。
加
茂
尋
常
小
学
校
か
ら

私
立
長
岡
学
校
（
現
県
立
長
岡
高
校
）
に

入
学
す
る
も
家
業
の
都
合
で
中
退
。
祖
父

の
仕
事
を
手
伝
い
、
織
物
な
ど
を
運
ん
で

い
ま
し
た
。

　

祖
父
の
引
く
荷
車
を
押
し
て
村
松
町

（
五
泉
市
）
ま
で
尾
登
峠
（
大
登
峠
）
を

越
え
て
い
く
の
で
す
が
、
珍
し
い
植
物
を

見
つ
け
て
は
山
中
に
駆
け
込
ん
で
し
ま
い
、

祖
父
を
困
ら
せ
て
い
た
と
か
（『
広
報
か

も
』
昭
和
61
・
９
・
15
）。

　

そ
の
後
、
祖
父
母
を
相
次
い
で
亡
く
し

た
文
蔵
は
、
植
物
学
を
志
し
明
治
二
十
八

年
、
親
戚
の
援
助
を
得
て
二
十
一
歳
に
し

て
上
京
、
郁
文
館
中
学
（
東
京
都
文
京

区
）
に
入
学
し
ま
す
。
翌
年
に
は
母
も
亡

く
し
、
東
京
で
身
を
立
て
る
と
決
意
。
そ

し
て
東
京
帝
大
、
同
大
学
院
に
進
み
植
物

学
に
没
頭
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
も
、
郷

里
で
そ
れ
を
支
え
た
実
家
と
親
戚
の
支
援

が
あ
っ
て
こ
そ
で
し
ょ
う
。

　

大
正
九
年
（
一
九
一
〇
）
に
は
、
台
湾

植
物
研
究
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
現
在
の

日
本
学
士
院
賞
に
あ
た
る
「
桂
公
爵
記
念

賞
」
を
受
賞
。

　

東
京
帝
大
教
授
と
な
り
一
層
研
究
に
邁

進
す
る
文
蔵
で
し
た
が
、
昭
和
四
年
、
心

臓
病
で
倒
れ
ま
す
。

　

翌
五
年
に
、
文
蔵
が
親
戚
で
あ
る
上
町

早
田
芳
男
氏
の
祖
父
正
雄
の
逝
去
に
際
し
、

祖
母
ま
つ
（
文
蔵
の
従
妹
に
あ
た
る
）
に

宛
て
た
一
通
の
手
紙
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

正
雄
は
太
田
村（
燕
市
）か
ら
婿
入
り
、

加
茂
製
材
株
式
会
社
の
支
配
人
や
加
茂

町
議
会
議
員
を
務
め
ま
し
た
。文
面
か
ら

窺う
か
が

え
る
よ
う
に
、正
雄
も
ま
た
文
蔵
を
支

援
し
て
い
た
こ
と
は
、芳
男
氏
も
祖
母
ま
つ

か
ら
聞
い
て
い
た
そ
う
で
す
。文
蔵
が
、自

分
よ
り
四
歳
年
下
の
正
雄
の
急
逝
に
驚
愕

し
、自
身
も
ま
た
病
の
た
め
葬
儀
に
駆
け
つ

け
ら
れ
な
い
無
念
さ
が
伝
わ
り
ま
す
。

　

同
年
英
国
で
開
催
の
万
国
植
物
学
会
議

で
、
文
蔵
に
は
副
会
長
の
椅
子
が
用
意
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
病
の
た
め
出
席

叶
わ
ず
。
四
年
後
の
昭
和
九
年
、
文
蔵
は

五
十
九
歳
、
志
半
ば
で
他
界
し
ま
し
た
。

〈
参
考
文
献
〉
大
場
秀
章
『
早
田
文
蔵
』

　（
近
現
代
部
会
　
齋
藤
　
淳
）

台
湾
植
物
学
の
父
・
早
田
文
蔵

～
加
茂
町
出
身
の
世
界
的
植
物
分
類
学
者
～

早田文蔵※

※小石川植物園のホームページより転載

▶�

七
十
余
年
ぶ
り
に
台
北
植
物
園
内
に
復

元
さ
れ
た
早
田
文
蔵
の
記
念
碑

（
松
坂
町 

湯
澤
利
明
氏
撮
影
）

◀
加
茂
市
立
図
書
館
で
開
催
の
早
田
文
蔵
特
別
展

昭
和
三
十
一
年
頃
。
右
下
に
は
同
四
年
頃
、

東
大
教
授
佐
竹
義
輔
撮
影
の
、
早
田
と
牧

野
が
植
物
学
教
室
前
で
語
ら
う
様
子
を
と

ら
え
た
写
真
が
み
え
る
。

▲文蔵が早田まつに宛てた手紙　昭和5年6月（上町 早田芳男氏所蔵）
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『
農
民
新
聞
』
の
創
刊

　
『
農
民
新
聞
』
は
、昭
和
二
十
一
年
（
一

九
四
六
）
四
月
十
六
日
付
の
第
三
号
か
ら

残
っ
て
い
ま
す
。
取
材
対
象
は
須
田
村
を

含
む
白
根
郷
を
中
心
に
、
市
域
と
中
蒲
原

郡
・
南
蒲
原
郡
全
体
に
お
よ
び
ま
し
た
。

記
事
で
は
各
地
の
農
民
組
合
の
集
会
報
告
、

農
地
解
放
の
進
捗
を
左
右
し
た
農
地
委
員

の
選
挙
結
果
な
ど
、
組
合
の
機
関
紙
の
性
格

が
窺

う
か
がえ

ま
す
。
合
わ
せ
て
、
集
落
を
単
位
に

細
か
く
取
材
し
、
女
性
や
青
年
、
政
治
や
医

療
の
動
向
な
ど
生
活
全
般
を
扱
い
ま
し
た
。

　

創
刊
時
は
毎
月
六
回
の
発
行
で
し
た
が
、

一
〇
号
で
は
月
三
回
、
二
〇
号
以
降
で
は

月
二
回
に
な
り
ま
し
た
。
発
行
部
数
も
当

初
の
二
〇
〇
〇
部
か
ら
二
十
四
年
に
は

一
〇
〇
〇
部
に
減
少
し
て
い
ま
す
。
部
数

や
発
行
頻
度
の
変
化
は
、
終
戦
後
、
Ｇ
Ｈ

Ｑ
が
農
地
解
放
を
中
心
に
農
村
の
民
主
化

を
進
め
る
中
で
農
民
が
世
情
の
動
向
へ
急

激
に
敏
感
に
な
り
、
や
が
て
落
ち
着
い
て

い
っ
た
経
緯
を
示
唆
し
て
い
ま
す
。

発
行
者 

伊
藤
安
宅
の
人
物
像

　

本
紙
の
編
集
・
発
行
と
主
幹
を
担
っ
た

の
は
、
伊
藤
安
宅
で
し
た
。
北
潟
に
は
戦

前
か
ら
空
き
家
と
な
っ
て
い
た
住
宅
が
あ

り
、
須
田
小
学
校
の
教
員
が
入
れ
替
わ
り

住
ん
で
い
ま
し
た
。
教
員
が
退
去
し
て
、

再
び
空
き
家
と
な
っ
て
い
た
住
宅
に
伊
藤

は
一
時
期
家
族
で
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。

　

伊
藤
安
宅
は
、
明
治
二
十
七
年
（
一
八

九
四
）
頃
対つ

し
ま馬

（
長
崎
県
）
に
生
ま
れ
、

大
正
四
年
頃
に
上
京
し
東
京
や
水
戸
市
や

福
島
市
な
ど
で
新
聞
や
雑
誌
記
者
と
し
て

活
躍
し
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
キ
リ
ス
ト
教

き
ょ
う

信し
ん

者じ
ゃ

で
、
昭
和
四
年
に
『
蘇よ

み
が
えり

し
イ
エ
ス

の
証
人
』
と
い
う
生
い
立
ち
か
ら
キ
リ
ス

ト
教
へ
の
入
信
、
布
教
活
動
に
つ
い
て
ま

と
め
た
著
書
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
後
東
京

へ
戻
り
、
昭
和
四
年
、
八
年
、
十
五
年
は

豊
島
区
に
在
住
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で

き
ま
す
。
伊
藤
は
疎
開
な
ど
の
理
由
で
県

外
か
ら
須
田
村
北
潟
へ
移
り
、
敗
戦
を
機

に
農
村
部
特
有
の
事
情
に
着
目
し
、
言
論

活
動
に
勤い

そ

し
ん
だ
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。農

民
組
合
の
再
編

　

大
正
期
（
一
九
一
二
～
二
六
）
を
中
心

に
、
地
主
へ
小
作
人
の
権
利
を
要
求
す
る

た
め
、
日
本
農
民
組
合
（
日
農
）
が
指
導

し
て
各
地
に
農
民
組
合
が
で
き
ま
し
た
。

市
域
で
は
、
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）

に
下
条
、
十
四
年
に
矢
立
新
田
・
岡
ノ
町

で
支
部
が
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
（『
近
現

代
』三
二
八
）。
活
動
は
戦
後
再
び
活
性
化
し
、

二
十
一
年
二
月
に
日
本
農
民
組
合
が
再
結

成
す
る
と
加
茂
郷
農
民
組
合
も
再
編
さ
れ

て
い
き
ま
し
た
。

　

本
紙
も
再
編
か
ら
間
も
な
い
加
茂
郷
農

民
組
合
を
取
り
上
げ
、
鎌か

ま

・
鍬く

わ

等
の
修
理

を
組
合
が
一
括
し
て
請
け
負
っ
た
こ
と
、

戦
争
中
に
新
潟
鉄
工
所
加
茂
工
場（
千
刈
）

に
接
収
さ
れ
た
未
利
用
地
を
農
地
と
し
て

解
放
す
る
よ
う
交
渉
し
た
こ
と
な
ど
を
報

じ
て
い
ま
す
（
昭
和
21
・
７
・
21
）。
こ

の
時
期
の
組
合
長
は
、
矢
立
新
田
の
農
家

で
、
日
農
が
発
足
し
た
頃
か
ら
農
民
運
動

に
力
を
尽
く
し
た
有
本
甚
作
（
一
九
〇
九

～
八
九
）
で
す
（
本
紙
第
四
二
号
）。
有

本
ら
の
組
合
員
は
、
食
糧
が
足
り
ず
米
を

半
ば
強
制
的
に
供
出
す
る
社
会
的
な
要
請

も
あ
り
、
団
結
を
し
て
耕
作
地
の
確
保
を

図
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

（
近
現
代
部
会
　
勝
本
幹
夫
）

終
戦
後
の
農
民
の
暮
ら
し
を
取
材
し
た『
農
民
新
聞
』

戦
後
の
日
本
を
統
治
し
た
総
司
令
部（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）は
、
続
々
と
創
刊
さ
れ
る
新
聞
・

雑
誌
等
を
集
め
、
検
閲
制
度
を
敷
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
検
閲
で
押
収
さ
れ
、

米
国
の
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
に
保
存
さ
れ
る
資
料
か
ら
、
須
田
村
北
潟
で
発
行

さ
れ
た
『
農
民
新
聞
』
に
注
目
し
ま
す
。

▶ 『
農
民
新
聞
』 

昭
和
二
十
一
年
十
月
十
五
日
付
の
記
事
（
国
立
国
会
図
書
館
提
供
）
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学
校
が
荒
れ
て
い
る
と
は

　

荒
れ
た
生
徒
が
い
る
こ
と
。
つ
ま
り
教

師
や
親
の
指
導
を
拒
否
し
て
、
自
由
気
ま

ま
に
行
動
し
て
い
る
、
い
わ
ゆ
る
ツ
ッ
パ

リ
の
生
徒
が
い
る
こ
と
。そ
の
生
徒
達
は
、

深
夜
徘
徊
を
繰
り
返
し
、
寝
不
足
と
空
腹

で
顔
色
が
悪
く
、
イ
ラ
イ
ラ
し
て
目
付
き

が
鋭
く
な
っ
て
い
た
。

　

学
校
に
は
、
い
つ
の
間
に
か
登
校
し
、

物
陰
や
屋
上
な
ど
教
師
の
目
の
届
か
な
い

所
に
屯

た
む
ろ

し
て
い
た
。
時
に
は
、
体
育
館
や

空
き
教
室
に
入
り
込
ん
で
遊
ん
だ
り
、
騒

い
だ
り
し
て
い
た
。                 

  

学
校
と
し
て
は
、
他
の
生
徒
や
校
舎
物

品
に
被
害
が
な
い
よ
う
、
彼
ら
の
行
動
に

対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。   

 
学
校
間
を
交
流
す
る
生
徒

  

荒
れ
た
生
徒
は
、
ど
の
中
学
校
に
も
い

た
。
も
ち
ろ
ん
大
多
数
の
生
徒
は
授
業
に 

も
、
部
活
動
に
も
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い

た
。
ほ
ん
の
数
人
が
教
室
に
入
ら
ず
に
騒

い
で
い
た
。

　

生
徒
達
は
、
自
分
た
ち
だ
け
で
は
時
間

を
持
て
余
し
て
は
、
近
隣
の
学
校
に
遊
び

に
行
っ
た
。
若
宮
中
に
も
度
々
他
校
生
が

来
た
。「
見
た
こ
と
の
な
い
女
生
徒
が
三

階
に
い
る
よ
」「
Ｓ
中
の
生
徒
で
し
た
」

な
ど
と
。

　

他
校
の
生
徒
を
見
る
と
、
職
員
は
「
校

長
先
生
に
挨
拶
し
た
の
」
と
声
を
掛
け
る

ら
し
く
、
校
長
室
に
挨
拶
に
来
る
よ
う
に

な
っ
た
。「
何
校
の
何
さ
ん
」
と
聞
い
て
、

「
長
居
を
す
る
と
、
貴
方
の
学
校
の
先
生

が
心
配
し
て
、
警
察
に
捜
索
願
を
出
す
か

も
し
れ
な
い
よ
。
三
十
分
く
ら
い
で
帰
り

な
さ
い
」
と
言
う
こ
と
に
し
て
い
た
。

　

あ
る
日
、
三
条
第
三
中
学
校
の
生
徒
が

遊
び
に
来
た
。「
校
長
先
生
、
背
小
さ
い
ん

ね
。
う
ち
の
校
長
も
う
ち
っ
と
大
き
い
よ
。

タ
バ
コ
も
吸
う
よ
」な
ど
と
話
し
て
い
っ
た
。

そ
こ
で
、
第
三
中
の
Ｔ
校
長
に
「
貴
方
の

愛
児
が
来
て
い
る
よ
」と
電
話
し
た
。「
そ

う
か
、道
理
で
今
日
は
静
か
だ
と
思
っ
た
。

可
愛
が
っ
て
や
っ
て
」
と
Ｔ
校
長
さ
ん
ら

し
い
返
事
だ
っ
た
。
Ｔ
校
長
さ
ん
は
、
後

年
、加
茂
市
教
育
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
。

プ
ー
ル
に
ス
カ
ー
ト
の
花

　

六
月
の
あ
る
日
、
校
庭
に
女
生
徒
の
ス

カ
ー
ト
が
干ほ

し
て
あ
っ
た
。
聞
く
と
、
日

当
た
り
に
屯
し
て
い
た
生
徒
達
は
、
暑
さ

に
耐
え
き
れ
ず
プ
ー
ル
に
飛
び
込
ん
だ
と

い
う
。
ジ
ャ
ー
ジ
に
着
替
え
て
、
濡
れ
た

ス
カ
ー
ト
を
干
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

　

プ
ー
ル
に
は
簡
単
に
入
れ
な
い
よ
う
に

施せ
じ
ょ
う錠

が
し
て
あ
る
。
そ
れ
を
乗
り
越
え
て

入
っ
た
ら
し
い
。
そ
の
後
は
、
教
頭
さ
ん

が
「
鍵
を
借
り
に
来
な
さ
い
」
と
声
を
掛

け
た
ら
し
く
、
鍵
を
借
り
て
い
た
。「
返

す
時
は
、
有
り
難
う
と
言
っ
て
も
ら
え
る

と
嬉
し
い
ね
」
な
ど
と
言
っ
て
い
た
。

プ
ー
ル
の
時
期
外
使
用
は
問
題
だ
が
、
そ

れ
を
き
っ
か
け
に
会
話
が
で
き
る
の
は
あ

り
が
た
い
こ
と
。
他
校
で
は
、
プ
ー
ル
に

ガ
ラ
ス
ビ
ン
が
投
げ
込
ま
れ
た
な
ど
の
話

も
聞
い
た
が
、
若
宮
中
の
生
徒
は
プ
ー
ル

を
大
事
に
し
て
く
れ
た
。

  

Ｋ
中
学
校
の
暴
力
事
件

　

市
内
中
学
校
長
会
で
は
、
各
校
の
荒
れ

た
生
徒
の
状
況
を
い
つ
も
報
告
し
合
っ
て

い
た
。
顔
は
知
ら
な
い
が
、名
前
や
環
境
、

行
動
特
性
な
ど
は
お
互
い
承
知
し
て
対
応

出
来
る
よ
う
に
し
て
い
た
。

  

そ
ん
な
あ
る
校
長
会
の
途
中
、
Ｋ
校
長

に
電
話
が
掛
か
っ
て
き
た
。「
悪
い
が
す

ぐ
帰
ら
せ
て
」
と
い
う
。
聞
く
と
職
員
と

生
徒
が
衝
突
を
し
て
怪
我
人
が
出
て
い
る

と
の
こ
と
。
Ｋ
校
長
に
私
も
同
行
し
た
。

  

玄
関
に
入
る
と
、
扉
は
破
ら
れ
ガ
ラ
ス

が
散
乱
し
て
い
た
。
二
人
の
生
徒
が
バ
ッ

ト
を
構
え
、
男
子
教
員
た
ち
と
睨に

ら

み
あ
っ

て
い
た
。
ど
ち
ら
も
引
く
に
引
け
な
い
状

況
の
よ
う
だ
っ
た
。

　

そ
ん
な
時
は
、
第
三
者
が
入
る
と
良
い

と
聞
い
て
い
た
の
で
、
校
長
の
了
解
を
得

て
、二
人
を
私
が
預
か
っ
た
。初
対
面
だ
っ

た
が
、
二
人
の
名
前
も
生
活
環
境
も
聞
い

て
い
た
。
割か

っ
ぽ
う烹

鴨
川
さ
ん
へ
連
れ
て
行
っ

て
昼
食
を
食
べ
さ
せ
た
。
両
手
と
も
ガ
ラ

ス
で
切
っ
て
血
が
吹
い
て
い
た
。
鴨
川
の

女お
か
み将

さ
ん
が
、
綺
麗
に
消
毒
し
て
、
薬
を

付
け
包
帯
ま
で
巻
い
て
く
だ
さ
っ
た
。

  

今
日
は
も
う
帰
宅
す
る
よ
う
勧
め
た

が
、
チ
ャ
リ
（
自
転
車
）
を
取
り
に
学
校

に
戻
る
と
言
い
張
る
の
で
、
ま
た
車
に
乗

せ
て
Ｋ
中
に
行
っ
た
。

　

行
っ
て
驚
い
た
。
玄
関
前
に
数
人
の
警

察
官
が
い
て
、
私
の
車
を
見
る
や
、「
そ

中
学
校
が
荒
れ
て
い
た
時
代 

～
昭
和
五
十
年
代
～

平
成
十
年
頃
～

先
日
、
所
用
で
地
元
の
中
学
校
を
訪
問
し
た
。
廊
下
で
行
き
交
う
生
徒
達
は
「
こ
ん

に
ち
は
」
と
明
る
く
挨
拶
し
て
く
れ
た
。
私
が
若
宮
中
学
校
に
赴
任
し
た
平
成
六
年

（
一
九
九
四
）
前
後
は
、中
学
校
は
荒
れ
て
い
た
。
あ
れ
は
一
体
何
だ
っ
た
ん
だ
ろ
う
。

▲ 若宮中学校の校舎　昭和 62 年（1987）竣工
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の
車
こ
っ
ち
へ
来
い
」と
怒
鳴
っ
て
い
た
。

結
局
二
人
は
、
器
物
損
壊
と
傷
害
で
逮
捕

さ
れ
、パ
ト
カ
ー
に
乗
せ
ら
れ
て
行
っ
た
。 　

後
日
、
若
宮
中
の
荒
れ
た
生
徒
か
ら
、「
警

察
に
連
絡
し
た
の
は
校
長
先
生
な
ん
？
」

と
聞
か
れ
た
。「
ま
さ
か
、
何
で
」
と
聞

く
と
、「
校
長
先
生
の
車
、
マ
イ
ク
付
い

て
い
て
パ
ト
カ
ー
と
同
じ
だ
」
と
。
そ
う

か
、当
時
私
は
ハ
ム
（
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
）

を
や
っ
て
い
た
。
ハ
ム
を
知
ら
な
い
生
徒

は
、私
が
通
報
し
た
と
お
も
っ
た
ら
し
い
。

学
校
の
対
応

  

当
時
の
若
宮
中
学
校
に
は
、
教
師
の
指
導

を
拒
む
ツ
ッ
パ
リ
が
数
人
い
た
。
ま
た
そ

の
影
響
を
受
け
そ
う
な
生
徒
も
数
人
い
た
。

　

そ
こ
で
、
学
校
と
し
て
、
授
業
や
部
活

動
は
正
常
に
実
施
し
、
意
欲
を
持
っ
て
い

る
生
徒
の
期
待
に
応
え
る
こ
と
。
荒
れ
た

生
徒
の
影
響
を
受
け
そ
う
な
生
徒
に
は
、

面
談
を
重
ね
て
、
中
学
校
時
代
の
大
事
な

こ
と
を
自
覚
さ
せ
る
こ
と
。
ツ
ッ
パ
リ
の

生
徒
に
も
、
対
決
で
は
な
く
言
葉
を
交
わ

し
て
、
一
対
一
の
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と

な
ど
を
全
職
員
が
同
一
歩
調
で
、
指
導
に

当
た
っ
た
。
ツ
ッ
パ
リ
の
生
徒
と
対
話
を

重
ね
、
学
校
の
教
育
活
動
に
参
加
さ
せ
、

何
と
し
て
も
学
校
を
正
常
化
す
る
の
だ
と

い
う
意
欲
に
燃
え
て
い
た
。

  

昼
夜
を
い
と
わ
ぬ
勤
務
だ
っ
た
が
、
有

り
難
い
こ
と
に
休
養
す
る
職
員
が
出
な

か
っ
た
。
事
務
職
員
や
養
護
教
諭
は
、
ま

だ
若
く
、
ツ
ッ
パ
リ
の
生
徒
が
さ
ぞ
怖

か
っ
た
ろ
う
と
思
う
が
、
良
く
勤
め
て
く

れ
た
と
感
謝
し
て
い
る
。

荒
れ
た
Ａ
君
が
部
活
動
に
復
帰

  

あ
る
日
、
Ａ
君
が
校
長
室
に
遊
び
に
来

た
。「
今
度
の
市
内
陸
上
で
カ
ッ
プ
一
つ

獲と

っ
て
や
る
よ
。
俺
、足
速
い
ん
さ
」「
有

り
難
う
。
で
も
無
理
じ
ゃ
な
い
。
君
は
練

習
し
な
い
、
夜
寝
な
い
、
ご
飯
食
べ
な

い
、
タ
バ
コ
で
息
が
上
が
る
だ
ろ
。
相
手

は
、栄
養
摂と

っ
て
、練
習
し
て
、夜
は
ぐ
っ

す
り
眠
っ
て
体
力
十
分
だ
よ
」。
す
る
と
、

俺
も
練
習
す
る
と
言
っ
て
帰
っ
た
。

  

数
日
後
、
Ａ
君
が
陸
上
部
に
入
っ
た
と

の
話
を
聞
い
た
。
陸
上
部
の
顧
問
は
、
部

員
が
悪
影
響
を
受
け
る
と
拒
否
し
た
が
、

三
学
年
部
の
先
生
方
が
、
ど
う
し
て
も
と

頼
み
込
ん
だ
と
の
こ
と
。

  

心
配
に
な
っ
て
、
市
営
陸
上
競
技
場
に

見
に
行
っ
た
。
練
習
が
終
わ
っ
た
と
こ
ろ

だ
っ
た
が
、
他
の
部
員
に
混
じ
っ
て
整
列

し
、「
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
一
礼
し
て
い
た
。
そ
の
後
も

ス
パ
イ
ク
の
泥ど

ろ

落
と
し
や
用
具
片
付
け
を

し
て
い
た
。
市
内
陸
上
大
会
で
は
、
四
百

メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
の
ア
ン
カ
ー
と
し
て
出

場
し
、
約
束
通
り
優
勝
カ
ッ
プ
を
獲
得
し

て
く
れ
た
。

　

中
越
大
会
出
場
権
を
得
た
Ａ
君
は
、
練

習
に
励
ん
だ
。
顧
問
は
、「
中
越
大
会
は

タ
バ
コ
止
め
た
ぐ
ら
い
じ
ゃ
ダ
メ
、
茶
髪

も
ピ
ア
ス
も
禁
止
だ
よ
」
と
茶
髪
も
ピ
ア

ス
も
止
め
さ
せ
た
。

　

中
越
大
会
か
ら
帰
っ
て
き
た
Ａ
君
は

「
俺
よ
り
茶
髪
の
奴
が
い
た
。
顧
問
に
騙だ

ま

さ
れ
た
」
と
怒
っ
て
い
た
。
顧
問
は
「
良

い
思
い
出
に
な
っ
た
じ
ゃ
な
い
」
と
飄

ひ
ょ
う
ひ
ょ
う々

と
し
て
い
た
。

荒
れ
た
生
徒
の
そ
の
後

  

荒
れ
て
い
た
生
徒
達
も
、
各
学
校
の
先

生
方
、
保
護
者
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
働
き
か
け
で
、

徐
々
に
落
ち
着
い
て
い
っ
た
。
若
宮
中
も

部
活
動
か
ら
体
育
祭
、合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
、

文
化
祭
等
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
、
心

配
し
た
卒
業
式
に
も
参
加
し
た
。

  

し
か
し
、
こ
の
生
徒
達
の
進
路
は
担
任

の
一
番
の
苦
労
だ
っ
た
。
授
業
に
参
加
し

て
い
な
い
の
で
、
普
通
高
校
進
学
は
無
理

だ
っ
た
。
事
情
を
知
っ
て
い
る
各
種
学
校

や
、
自
営
業
者
な
ど
の
協
力
を
頂
い
て
卒

業
し
て
い
っ
た
。

  

卒
業
後
は
、
素
直
に
成
長
し
た
人
、
暴

走
族
に
入
っ
た
人
、
少
年
院
の
お
世
話
に

な
っ
た
人
と
様
々
。
さ
ま
よ
う
青
春
の
時

代
に
、
身
体
を
張
っ
て
精
一
杯
自
己
主
張

を
し
た
生
徒
達
。
現
在
は
四
十
歳
代
、
家

庭
を
持
ち
穏
や
か
に
暮
ら
し
て
い
る
。

  

学
校
で
は
、
荒
れ
た
生
徒
が
、
次
の
学

年
に
引
き
継
が
れ
る
こ
と
を
心
配
し
た
。

し
か
し
、
有
り
難
い
こ
と
に
若
宮
中
で

は
、
そ
の
生
徒
達
だ
け
で
荒
れ
た
時
代
は

終
わ
っ
た
。
教
職
員
は
、
ど
ん
な
事
態
に

も
対
応
し
て
く
れ
た
。
知
力
と
人
間
性
の

限
り
を
尽
く
し
た
対
応
の
お
陰
だ
っ
た
。

当
時
は
な
ぜ
生
徒
が
荒
れ
た
の
か

　

中
学
生
時
代
は
、
人
間
の
成
長
過
程
の

中
で
最
も
自
立
心
の
育
ま
れ
る
時
期
で
あ

る
。
い
わ
ゆ
る
ス
ト
ー
ム
エ
イ
ジ
（
嵐
の

時
代
）
で
あ
る
。
自
分
を
規
制
す
る
者
に

は
極
め
て
強
く
反
発
す
る
。
そ
こ
に
中
学

生
指
導
の
難
し
さ
が
あ
る
。

  

し
か
し
、
こ
の
時
代
だ
け
全
国
的
に
荒

れ
た
。
極
端
に
荒
れ
た
。
何
が
原
因
だ
っ

た
の
か
。
あ
る
人
は
テ
レ
ビ
番
組
の
「
三

年
Ｂ
組
」
の
放
映
の
影
響
だ
と
い
う
。
あ

る
人
は
、
第
二
の
団
塊
の
世
代
だ
っ
た
か

ら
と
言
う
。

  

欧
米
諸
国
も
、
同
時
代
に
ド
ロ
ッ
プ
ア

ウ
ト
（
学
校
に
来
な
い
生
徒
）
が
教
育
界

の
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い
た
。

（
元
加
茂
市
立
若
宮
中
学
校
長
・
元
保
護
司
　

金
澤
理
久
夫
）

▲ 若宮中学校の生徒たち（平成 7 年、若宮中学
校創立 40 周年記念誌『はばたけ未来へ』より）

5

かも　市史だより　No. 47



　

復
に
政
王
代
古
の
来
以
」
業
創
武
神
「

府
政
新
治
明
た
し
ざ
め
を
場
立
る
す
古

を
官
祇
神
）
八
六
八
一
（
年
元
治
明
、
は

仏
神
て
じ
禁
を
合
習
仏
神
の
来
従
、
き
お

に
年
三
治
明
。
た
し
ま
し
出
を
令
離
分

を
詔
の
布
宣
教
大
め
た
る
め
広
を
道
神
は

。
た
し
ま
し
化
列
序
を
社
神
に
ら
さ
、
し
発

て
げ
遂
を
化
変
な
き
大
は
社
神
で
中
の
そ

こ
に
例
を
郷
谷
七
は
で
こ
こ
。
す
ま
き
い

。
す
ま
い
思
と
い
た
き
い
て
み
を
化
変
の
間
の

　

川
下
上
「
の
）
〇
五
七
一
（
年
三
延
寛

古
『（
」
帳
改
数
年
緒
由
預
村
地
堂
・
地
社

考
参
』
世
中
・
代

6

谷
七
、
と
る
よ
に
）

守
鎮
内
寺
（
社
一
三
は
社
神
の
村
一
一
郷

よ
も
と
取
鍵
や
守
宮
、
え
数
を
）
く
除
は

た
ま
、
体
全
村
か
者
の
分
身
姓
百
た
れ
ば

神
。
た
し
ま
い
て
し
理
管
が
院
寺
の
村
は

八
の
）
市
泉
五
（
村
野
上
、
は
礼
祭
や
事

祭
奉
が
院
寺
の
村
や
氏
田
藤
の
主
神
宮
幡

の
別
者
祭
奉
と
者
理
管
。
た
し
ま
い
て
し

が
守
宮
は
で
別
者
理
管
。
す
ま
れ
ら
見

、
Ａ
（
社
〇
二
が
氏
田
藤
の
主
神
は
で
別
者

〇
一
も
院
寺
、
が
す
で
多
最
と
）
Ｆ
、
Ｅ

読
前
神
が
侶
僧
、
え
数
を
）
Ｄ
、
Ｂ
（
社

ま
れ
ら
見
が
子
様
の
合
習
仏
神
う
行
を
経

。
す

　

坪
四
二
一
均
平
、
は
積
面
地
社
た
ま

が
坪
四
四
五
の
現
権
大
王
山
村
上
寄
宮
（

で
社
九
一
は
下
以
坪
〇
〇
一
、
で
）
大
最

所
か
三
る
祭
を
け
だ
木
神
は
に
中
。
た
し

村
柳
高
上
と
訪
諏
下
の
村
水
黒
（
社
神
の

古
、
り
あ
も
）
現
権
二
十
る
あ
所
か
二
の

ま
い
て
め
留
を
姿
の
仰
信
然
自
の
ら
か
く

、
く
な
も
地
社
は
訪
諏
下
け
わ
り
と
。
た
し

社
本
で
物
建
。
た
し
で
社
神
の
け
だ
木
神

下
と
村
水
黒
、
は
社
神
た
え
備
を
殿
拝
と

王
山
る
あ
で
守
鎮
の
れ
ぞ
れ
そ
の
村
柳
高

、
や
社
の
み
の
殿
本
は
他
、
で
け
だ
現
権
大

　

の
祀
宗
の
家
国
は
社
神
、
ら
か
期
治
明

行
て
れ
さ
変
改
に
の
も
い
し
わ
さ
ふ
に
場

社
神
、
に
で
ま
年
六
十
治
明
。
た
し
ま
き

、
れ
さ
合
廃
統
に
社
九
一
ら
か
社
一
三
は
数

二
の
で
ま
れ
こ
と
坪
三
四
二
均
平
も
地
社

、
も
物
建
。
た
し
ま
れ
さ
張
拡
に
く
近
倍

る
え
備
は
殿
拝
と
殿
本
が
社
神
の
て
べ
す

は
社
神
設
併
殿
幣
（
た
し
ま
り
な
に
う
よ

さ
と
象
対
仰
信
の
衆
民
、
た
ま
。）
社
五

神
細
零
・
小
中
の
ど
な
郷
谷
七
た
き
て
れ

則
原
に
様
同
社
神
の
国
全
、
は
神
祭
の
社

神
祖
皇
な
縁
無
は
と
で
ま
れ
こ
、
て
し
と

準
に
れ
そ
、
や
々
神
の
上
話
神
皇
天
ど
な

。
た
し
ま
き
い
て
れ
さ
換
転
と
へ
の
も
る
ず

 

　

会
部
代
現
近
（

　

）
弘
雅
橋
髙

　

加
に
）
一
八
九
一
（
年
六
十
五
和
昭

ヲ
ナ
湊
大
の
市
山
流
県
葉
千
、
へ
市
茂

金
と
点
二
三
品
芸
工
・
術
美
だ
ん
含
を
点

。
た
し
ま
し
付
寄
を
）
円
万
千
五
億
一
（
銭

大
（
夫
た
し
没
に
年
五
十
四
和
昭
は
ヲ
ナ湊

吉
平

と
こ
つ
立
に
役
の
市
茂
加
「
と
）

昭
』
も
か
報
広
『（
す
ま
い
て
れ
さ
と
た和

56
・
3
・
15

残
の
平
吉
は
で
こ
こ
。）

ク
レ
コ
や
歴
来
の
彼
、
ら
か
等
紙
手
た
し

　

に
）
七
九
八
一
（
年
十
三
治
明
は
平
吉

。
た
し
ま
れ
ま
生
て
し
と
男
次
の
妻
夫
ア
ト

に
時
の
歳
十
二
）
七
一
九
一
（
年
六
正
大

入
に
団
師
三
十
第
の
）
市
越
上
（
市
田
高

に
年
九
正
大
、
れ
さ
属
配
に
隊
大
兵
工
た

し
軍
従
に
ア
リ
ベ
シ
は

 

大。）
書
文
蔵
所
氏
一
春
湊

に
年
八
和
昭
、
後
の
そ

）
市
条
三
（
町
条
三
は

新
『（
み
営
を
業
鶏
養
で

鑑
年
県
潟

　

年
八
和
昭

に
年
八
十
和
昭
、）
』
度

成
で
業
産
動
不
し
京
上

。
た
し
ま
め
収
を
功

　

つ
も
く
多
も
許
特
で
き
好
明
発
は
平
吉

ど
な
む
込
ち
持
に
後
隊
入
を
八
尺
、
か
ほ文

事

レ
コ
は
彼
。
た
し
で
人
流
風
む
好
を

る
相

風
御
馬

わ
い
と
た
し
集
収
で
め
勧
の

短
る
す
宰
主
の
風
御
が
平
吉
、
が
す
ま
れ

相
（
館
料
資
俗
民
史
歴
川
魚
糸
が
料
資
す

　

訪
を
風
御
は
平
吉
、
月
十
年
九
十
和
昭

し
ま
し
出
を
書
葉
る
べ
述
を
礼
の
際
た
ね

御
は
平
吉
に
時
問
訪
の
そ
、
た
ま
。
た

う
よ
た
し
を
援
支
の
か
何
て
し
対
に
風

け
受
り
譲
を
品
な
価
高
て
し
と
礼
返
、
で

ら
暮
め
眺
も
夕
も
朝
「
に
中
書
葉
。
す
ま

で
品
る
あ
の
え
応
見
に
ど
ほ
く
書
と
」
す

さ
贈
寄
に
市
茂
加
ら
た
し
か
し
も
。
た
し

。
ん
せ
ま
れ
し
も
か
か
れ
ず
い
の
々
品
た
れ

弟
師
な
凡
平
が
柄
間
の
人
二
は
書
葉
の
こ

が
流
交
な
密
親
り
よ
、
ず
ら
ま
留
に
枠
の

室
ん
さ
編
史
市
（

　

野
平

　

）
黎

遷
変
の
社
神

　

へ
治
明
ら
か
戸
江

平
吉
湊
大

者
理
管

者
祭
奉

数
社
神

Ａ 宮守 神主 14
Ｂ 宮守 寺院 9
Ｃ 宮守 山伏 1
Ｄ 寺院 寺院 1
Ｅ 寺院 神主 1
Ｆ 村 神主 5

合計 31 社

理管社神の谷七 ▲
者と奉祭者

▲相馬御風宛て大湊吉平はがき
糸魚川歴史民俗資料館（相馬御風記念館）所蔵
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